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あなたの健 康 づくりを全力サポート！

The News of 
Health Service

２０２3年10月15日発行　通巻第５50号　公益財団法人東京都予防医学協会

（受付時間／月～金 9：00 ～ 17：00）

携帯電話からは 03-3269-2190
ご予約電話 0120-128-177

東京 予防医学 検索
https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp
予約前後に健康保健組合様へのお手続きが必要な場合がございます。
健康保健組合様の指示に従い、お手続きをお済ませください。
お支払いには各種クレジットカードをご利用いただけます。

人間ドックで体と向き合う
時間をつくりませんか

公益財団法人 東京都予防医学協会の

管理栄養士考案の
お弁当ランチをご提供5.

大腸内視鏡検査など
アフターフォローも充実3.

マルチスライスCTで
高品質の健康チェック1.

健康的な毎日を送れるよう
精度の高い検査と
心をこめたサービスで
皆様の健康づくりを
サポートいたします。

ワンフロアでスムーズな
検診を実現4.

特定保健指導の
初回面接が可能2.

人間ドック5 つの特 色

最新事情
［ 特 集 ］

胃がん予防の最新事情
ピロリ菌と胃内視鏡検査



肺放射線診断科 糖尿病内科 婦人科

公益財団法人東京都予防医学協会

保健会館クリニック

※診療スケジュール等を変更する場合がございます。最新情報はホームページをご覧ください。

〒162-8402 東京都新宿区市谷砂土原町1-2
TEL  03-3269-1151
URL  https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/hokenkaikan/

ADDR E S S

診 療 科目

内科

▶JR総武中央線「市ケ谷」駅より徒歩5分
▶東京メトロ有楽町線・南北線

 「市ケ谷」駅5・6出口より徒歩2分
▶都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」駅より徒歩5分

AC C E S S

月曜日 ～ 金曜日 ･･･････9:00～16:30
第 1・3・5土曜日 ･･･････9:00～11:30
※初診の受付 午前 ･･･････9:00～11:00

 午後 ･････13:00～16:00

診療時間

内分泌科 消化器内科 循環器内科 呼吸器内科内科

乳腺外科

〈 完全予約制 〉

あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！

●発行人／久布白兼行
●編　集／広報室
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C O N T E N T S

22 本会の活動から

24 拡大新生児スクリーニング検査を
スタートしました！

25 Seminar Information

10 睡眠学入門 快適な眠りにいざなうために

久留米大学医学部
神経精神医学講座 主任教授小曽根基裕 

眠い眠いというのは
本当に睡眠の問題？

11 リレーエッセイ 感染症とともに生きる

堀　成美 感染対策ラボ 代表
国立感染症研究所 感染症疫学センター 協力研究員

終わった話とまだ続いている話
ハンセン病から学ぶこと

12 ニューノーマル 口腔ケアはどう変わる？

歯科医師西　真紀子

むし歯ハイリスク者のための
フッ化物配合歯磨剤 応用編

13 女性が抱える健康問題とその予防

日本家族計画協会 会長北村邦夫

あなたは少子化について
どう考えますか？

19

赤坂山王メディカルセンター 院長青木大輔

おすすめの一冊
斎藤 博 監訳『スクリーニング（検診／健診）プログラム：ガイドブック』

20 始めています！ 健康経営
本会の取り組みを紹介します

16 ［保健師コラム］
健康づくりを応援したい！
セルフ・エフィカシーを高める

特集

18 ［健康運動指導士コラム］
筋肉の働きと運動
猫背予防に役立つ大胸筋

17 ［管理栄養士コラム］
この数字はなんでしょう？
400mgまで カフェインの1日あたりの

最大摂取目安量

04 胃がん予防の最新事情
本会 消化器診断部長川崎成郎

ピロリ菌と胃内視鏡検査

堀　成美 感染対策ラボ 代表
国立感染症研究所 感染症疫学センター 協力研究員

08 健康支援に必要な「LGB」と「T」の整理

東京大学医学部附属病院 循環器内科進藤彰人

14

循環器内科外来
保健会館クリニックの医師がお答えします ！



て
実
施
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
朝
夕
の
1
日

2
回
、
７
日
間
継
続
し
て
服
用
し
ま
す
。

現
在
で
は
キ
ッ
ト
化
さ
れ
た
も
の
が
1

次
治
療
、2
次
治
療
と
も
に
存
在
し
ま
す
。

な
お
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
後
に
は
逆
流

性
食
道
炎
の
症
状
が
発
生
し
や
す
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
除
菌
に
よ
り
胃

酸
の
分
泌
が
正
常
に
戻
っ
た
た
め
、一
時
的

に
起
こ
る
症
状
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

除
菌
治
療
で
ピ
ロ
リ
菌
が
い
な
く
な
っ

た
後
も
、
血
液
中
に
抗
体
は
残
り
続
け
ま

す（
図
２
）。
治
療
後
１
年
未
満
で
は
約
４

割
、
５
年
後
も
16
％
が
陽
性
で
、
ず
っ
と

残
り
続
け
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

除
菌
の
確
認
に
は
抗
体
検
査
法
は
使
え
ま

せ
ん
。
他
の
方
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
す
れ
ば
、
胃
が
ん
の

発
生
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
早
期
胃
が
ん
の
内
視

鏡
切
除
後
に
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
し
た
人
は
、

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
経
路
は
、
は
っ
き
り

と
わ
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
上
下

水
道
が
完
備
し
生
活
環
境
が
整
っ
た
現
在

の
日
本
で
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
日

常
生
活
や
食
生
活
で
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
は

起
こ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
、
幼
児
期
に
母

親
か
ら
子
ど
も
へ
な
ど
家
庭
内
で
の
感
染

が
疑
わ
れ
ま
す
。
免
疫
機
構
が
完
全
で
は

な
い
幼
児
期
の
胃
の
中
は
ピ
ロ
リ
菌
が
生

き
延
び
や
す
い
環
境
で
す
。
そ
の
た
め
、

大
人
か
ら
子
ど
も
へ
の
食
べ
物
の
口
移
し

な
ど
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
に
は
、

内
視
鏡
で
胃
の
組
織
を
採
る
方
法
と
、
そ

れ
以
外
の
方
法
が
あ
り
ま
す（
表
３
）。
内

４
年
に
ピ
ロ
リ
菌
を「
確
実
な
発
が
ん
因

子
」
と
認
定
し
ま
し
た
。

胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
や
胃
炎
な
ど

の
患
者
を
対
象
と
し
た
わ
が
国
の
調
査
で

は
、
10
年
の
間
に
胃
が
ん
に
な
っ
た
人
の

う
ち
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
な
い
人

で
は
０
％
（
２
８
０
人
中
０
人
）、
ピ
ロ

リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
人
で
は
２
・
９
％

（
１
２
４
６
人
中
３
６
人
）
で
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
※
２
。

※2：Uemura N, et al. N Engl J Med 345:784-789,2001 ※1：分化型胃がん：胃がんは大きく分化型と未分化型に分けられる。一般に分化型はがん細胞がまとまりを作りやすく、比較的緩やかに進行する。

胃がんで亡くなる人を減らすには、
まず胃がんにならないよう予防すること。
次に早期発見・早期治療のための定期的な検診受診が重要です。
今回は、胃がんの発生に深い関わりを持つ
ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）感染の診断と治療、
さらに近年対策型検診として取り入れられた
胃内視鏡検査について解説します。

川崎 成郎
か わ さ き  な る お
本会消化器診断部長

1994年東京慈恵会医科大学医学部卒業、
同大学院修了。同大学外科学講座に入局。
国際医療福祉大学病院外科准教授、町
田市民病院外科担当部長を経て、2018
年10月本会消化器診断部長に就任。
日本消化器病学会専門医、日本消化器
内視鏡学会専門医・指導医

［特集］

ピロリ菌と胃内視鏡検査

胃がん予防の
最新事情

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
で
胃
が
ん
リ
ス
ク
を
減
ら
す

胃
が
ん
は
、
日
本
人
に
と
て
も
多
い
が

ん
で
す
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
胃
Ｘ
線
検

査
に
よ
る
検
診
を
実
施
す
る
な
ど
長
年
の

努
力
に
よ
っ
て
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

罹
患
数
・
死
亡
数
と
も
に
ま
だ
ま
だ
多
く

（
表
１
、
２
）、
決
し
て
侮
れ
ま
せ
ん
。

ピ
ロ
リ
菌
が

胃
が
ん
の
発
生
に
関
与

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の

診
断
と
除
菌
方
法

胃
が
ん
の
発
生
に
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
感

染
が
最
も
大
き
く
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
塩
や
高
塩
分
食
品

の
摂
取
が
リ
ス
ク
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
も

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
の
中
で
持
続
的
に
感
染

し
続
け
る
細
菌
で
、
１
９
８
３
年
に
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
胃
酸
は
強
い
酸
性
を
示
す

た
め
、
そ
れ
以
前
は
胃
の
内
部
に
細
菌
は

生
息
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ピ
ロ
リ
菌
は
、
ウ
レ
ア
ー
ゼ
と
い
う
酵
素

で
胃
粘
液
中
の
尿
素
を
ア
ン
モ
ニ
ア
と
二

酸
化
炭
素
に
分
解
し
ま
す
。
こ
の
ア
ン
モ

ニ
ア
が
水
に
溶
け
る
と
ア
ル
カ
リ
性
を
示

し
て
局
所
的
に
胃
酸
が
中
和
さ
れ
る
た
め
、

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
の
中
で
生
存
し
続
け
ら
れ

ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
が
長
期
に
わ
た
る
と

慢
性
胃
炎
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
萎
縮

性
胃
炎
へ
と
進
行
し
、
や
が
て
分
化
型
胃

が
ん
※
１
が
発
生
し
や
す
い
状
態
を
つ
く

り
出
し
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
に

よ
る
慢
性
胃
炎
は
、
胃
潰
瘍
や
他
の
胃
の

悪
性
腫
瘍
、
血
液
の
病
気
な
ど
に
も
関
連

し
て
い
ま
す（
図
１
）。

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
は
１
９
９

ピ
ロ
リ
菌
と
は

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
経
路

視
鏡
を
使
わ
な
い
場
合
は
、

血
液
ま
た
は
尿
中
の
抗
体
価

を
調
べ
る
方
法
と
、
呼
気
や

便
か
ら
ピ
ロ
リ
菌
が
い
な
い

か
直
接
調
べ
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で

は
、
血
液
中
抗
体
検
査
法
が

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
抗
生
剤
に
よ

る
除
菌
治
療
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
1
次
除
菌
治
療
と
し

て
、
胃
酸
分
泌
抑
制
薬
で
ピ

ロ
リ
菌
の
活
動
を
弱
め
る
と

同
時
に
抗
生
物
質
の
ア
モ
キ

シ
シ
リ
ン
と
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ

イ
シ
ン
を
投
与
し
ま
す
。
1

次
治
療
で
効
果
が
な
い
場
合

は
、2
次
除
菌
治
療
と
し
て
、

抗
生
物
質
の
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ

イ
シ
ン
を
原
虫
治
療
薬
の
メ

ト
ロ
ニ
ダ
ゾ
ー
ル
に
変
更
し

1位 2位 3位 4位 5位

総数 大腸 肺 胃 乳房 前立腺

男性 前立腺 大腸 胃 肺 肝臓

女性 乳房 大腸 肺 胃 子宮

がん罹患数の順位（2019年）表1 

内視鏡を
使う方法

迅速ウレアーゼ試験 ピロリ菌のもつ酵素がつくり出す
アンモニアの量を測定

鏡検法 採取した組織を染色して、顕微鏡で観察

培養法 採取した組織を培養し、ピロリ菌の増殖を観察

内視鏡を
使わない方法

抗体検査法 血液中または尿中の抗体の有無を調べる

尿素呼気試験 検査用の薬を飲んで一定時間経過後に、
呼気を調べて感染の有無を確認

便中抗原測定 便を採取してピロリ菌抗原の有無を確認

ピロリ菌感染の診断法表3 

国立がん研究センター「がん情報サービス 最新がん統計」より
https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html

1位 2位 3位 4位 5位

男女計 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓

男性 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓

女性 大腸 肺 膵臓 乳房 胃

がん死亡数の順位（2021年）表2 

分化型胃がん

胃潰瘍・十二指腸潰瘍

胃ポリープ

胃MALTリンパ腫

特発性血小板減少性紫斑病

機能性胃腸症(FD)

未分化型胃がん

ピロリ菌感染

萎縮性胃炎

慢性胃炎
（ヘリコバクター・ピロリ感染胃炎）

図１ ピロリ菌感染の胃への影響

Asaka M:Int J Cancer. 2013;132(6):1272-6より改変

（ピロリ菌感染者全員が、必ずしも上記の疾患になるわけではありません）

図2 ピロリ菌除菌治療後の
抗体陽性率

0
未治療群

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
陽
性
率 

<1Y 1-5Y 6Y+
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20

30
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50
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70
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100

ピロリ菌抗体陽性者の割合は、

●1年未満で41.0％
●1 ～ 5年以内で16.0％
●6年以上では11.0％

国立がん研究センター 予防研究グループ

（％）
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ね
に
よ
り
死
亡
率
を
減
ら
す
対
策
型
検
診

と
し
て
確
立
さ
れ
た
検
査
で
す
。

胃
内
視
鏡
検
査
は
、
一
般
的
に「
胃
カ

メ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
現
在
で

は「
電
子
内
視
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
先
端
に

小
さ
な
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
内
視
鏡
を
胃
の

中
に
入
れ
、
胃
の
中
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

モ
ニ
タ
ー
に
映
し
な
が
ら
観
察
し
、
写
真

撮
影
を
行
い
ま
す
。
口
か
ら
カ
メ
ラ
を
入

れ
る
経
口
内
視
鏡
検
査
と
鼻
か
ら
入
れ
る

経
鼻
内
視
鏡
検
査
が
あ
り
ま
す
が
、
対
応

除
菌
し
な
か
っ
た
人
に
比
べ
て
３
年
以
内

の
新
し
い
胃
が
ん
の
発
生
割
合
が
約
３
分

の
１
に
低
下
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。た

だ
し
、
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
し
て
も
、

胃
が
ん
の
発
生
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減

ら
す
に
は
、
除
菌
後
も
定
期
的
に
胃
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。

の
有
無
は
、
実
施
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。主

に
検
査
技
師
が
集
団
検
診
と
し
て
検

診
機
関
で
実
施
す
る
胃
Ｘ
線
検
査
と
異
な

り
、
胃
内
視
鏡
検
査
は
、
医
師
が
病
院
や

診
療
所
な
ど
の
医
療
機
関
で
個
別
検
診
の

形
態
で
実
施
し
ま
す
。
症
状
の
あ
る
患
者

さ
ん
と
同
じ
場
で
行
う
場
合
で
も
、
無
症

状
者
を
対
象
と
す
る
検
診
は
、
診
療
と
比

べ
て
よ
り
一
層
の
安
全
管
理
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

対
策
型
検
診
と
し
て
の
胃
内
視
鏡
検
査

は
、
厚
生
労
働
省
の
指
針
に
基
づ
き
、
日

本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
に
よ
る「
対
策

型
検
診
の
た
め
の
胃
内
視
鏡
検
診
マ
ニ
ュ

ア
ル 

２
０
１
５
年
度
版
」
を
参
考
に
実

施
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
は
、
区
市
町
村
ご
と
に「
胃
内

視
鏡
検
診
運
営
委
員
会（
仮
称
）」（
図
４
）

を
置
い
て
地
域
に
お
け
る
精
度
管
理
体
制

を
構
築
す
る
中
心
的
役
割
を
果
た
す
よ
う

に
す
る
こ
と
、検
査
医
に
は
一
定
の
技
量
、

経
験
、
資
格
を
有
す
る
医
師
を
委
員
会
が

認
定
す
る
こ
と
、
診
断
に
お
い
て
は
読
影

委
員
会
を
置
き
、
全
例
を
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。胃

内
視
鏡
検
査
の
流
れ
は
、
問
診
、
前

処
置
、
内
視
鏡
挿
入
＋
写
真
撮
影
、
読
影

の
順
に
進
み
ま
す
。

問
診
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
既
往

歴
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
の
有
無
、
家

族
歴
、
過
去
の
検
診
の
受
診
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す（
図
５
）。
受
診
者
に
不
利
益

が
な
い
よ
う
に
検
査
を
行
う
に
は
、
問
診

は
と
て
も
重
要
な
た
め
、
丁
寧
に
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

問
診
後
、
前
処
置
と
し
て
、
消
泡
薬
な

ら
び
に
粘
液
除
去
薬
、
鎮
痙
薬
、
麻
酔
薬

を
投
与
し
ま
す
。
保
険
診
療
で
は
検
査
に

強
い
苦
痛
や
不
安
を
感
じ
る
人
に
は
鎮
痛

薬
・
鎮
静
薬
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
検
診
で
は
保
険
診
療
以
上
に
安
全

に
行
う
た
め
に
、
原
則
と
し
て
使
用
し
ま

せ
ん
。

前
処
置
の
後
、
内
視
鏡
を
入
れ
て
、
食

道
、
胃
、
十
二
指
腸
を
観
察
し
な
が
ら
写

真
を
撮
影
し
ま
す
。
病
変
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
客
観
的
に
判
定
で
き
る
よ
う
な
画

像
を
撮
影
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ポ
リ
ー
プ
、
腫
瘍
、
潰
瘍
、
炎
症

な
ど
の
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
場
で
病
変
の
一
部
を
採
取
し
、
病
理

検
査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

撮
影
し
た
画
像
は
、
読
影
委
員
会
で
一

定
の
資
格
の
あ
る
医
師
が
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
で
読
影
を
行
い
ま
す
。

検
診
で
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
治

療
の
経
過
観
察
と
し
て
医
療
保
険
に
よ
る

検
査
に
切
り
替
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の
原
因
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ピ
ロ

リ
菌
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
40
年
ほ
ど
経
過

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
は
多

い
の
が
現
状
で
す
。
胃
が
ん
を
完
全
に
予

防
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
定
期
的
な

胃
が
ん
検
診
を
継
続
す
る
こ
と
で
早
期
の

対
応
・
治
療
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

も
し
胃
が
ん
に
罹
っ
て
し
ま
っ
て
も
、

早
期
発
見
す
れ
ば
早
期
治
療
で
健
康
を
取

り
戻
せ
ま
す
。
胃
が
ん
の
早
期
発
見
で
の

５
年
相
対
生
存
率
※
３
は
96
・
7
％
（
図
３
）

で
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
が
ん
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
に
は
、
対
象
集
団
全
体
の
死

亡
率
を
下
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
対
策

型
検
診
と
、
そ
れ
以
外
の
任
意
型
検
診
が

あ
り
ま
す（
表
４
）。
対
策
型
は
住
民
検
診

型
と
も
い
わ
れ
、
死
亡
率
減
少
効
果
が
証

明
さ
れ
て
い
る
方
法
で
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
日
本
で
は
現
在
、
対
策
型
と
し
て
、

胃
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が

ん
、
大
腸
が
ん
の
５
種
類
の
が
ん
に
対
す

る
検
診
が
区
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
表
５
）。

対
策
型
の
胃
が
ん
検
診
は
、
１
９
６
０

年
代
か
ら
胃
Ｘ
線
検
査
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
２
０
１
４
年
に
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で「
胃
内
視

鏡
検
査
は
、
胃
が
ん
死
亡
率
減
少
効
果
を

示
す
相
応
の
証
拠
が
あ
り
、
対
策
型
検
診

及
び
任
意
型
検
診
に
推
奨
す
る
」
と
の
判

断
が
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
２
０
１

６
年
４
月
以
降
は
胃
内
視
鏡
検
査
が
追
加

さ
れ
、
現
在
は
自
治
体
の
が
ん
検
診
で
、

ど
ち
ら
か
を
受
診
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

対
策
型
検
診
と
任
意
型
検
診

胃
Ｘ
線
検
査
は
、
Ｘ
線
撮
影
に
よ
り
胃

や
十
二
指
腸
の
異
常
の
有
無
を
観
察
す
る

検
査
で
す
。
バ
リ
ウ
ム
と
発
泡
剤（
空
気

で
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
薬
）
を
飲
ん
だ
後
、

か
ら
だ
を
動
か
し
て
胃
壁
の
表
面
に
バ
リ

ウ
ム
を
付
着
さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か

ら
Ｘ
線
を
撮
影
し
て
、
胃
の
形
や
胃
壁
の

表
面
の
模
様（
凸
凹
）
を
写
し
出
し
ま
す
。

胃
Ｘ
線
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
れ
ば
、
胃

内
視
鏡
検
査
で
精
密
検
査
を
行
い
ま
す
。

胃
Ｘ
線
検
査
は
、
こ
れ
ま
で
の
積
み
重

胃
Ｘ
線
検
査
と
は

胃
内
視
鏡
検
査
と
は

胃
内
視
鏡
検
査
の
実
施
体
制

胃
内
視
鏡
検
査
の
流
れ

※3：５年相対生存率：あるがんと診断された人のうち５年後に生存している人の割合が、性別、年齢等の構成が同じ日本人で5年後に生存している人の割合に比べてどのくらい低いかを表したもの。

種類 検査項目 対象者 受診間隔

胃がん
検診

問診に加え、
胃部X線検査または
胃内視鏡検査のいずれか

50歳以上 
※当分の間、

胃部X線検査については
40歳以上に対し実施可

2年に1回 
※当分の間、

胃部X線検査に
ついては年1回実施可

子宮頸がん
検診

問診、視診、子宮頸部の
細胞診及び内診 20歳以上 2年に1回

肺がん
検診

質問（問診）、胸部X線検査
及び喀痰細胞診 40歳以上 年1回

乳がん
検診

問診及び乳房X線検査
（マンモグラフィ） 
※視診、触診は推奨しない

40歳以上 2年に1回

大腸がん検診 問診及び便潜血検査 40歳以上 年1回

対策型がん検診表5 

検診方法 対策型検診（住民検診型） 任意型検診（人間ドック型）

目的 対象集団全体の死亡率を下げる
ことを目的とした公共政策 対策型検診以外のもの

概要 予防対策として行われる
公共的な医療サービス

医療機関・検診機関等が任意に
提供する医療サービス

検診方法 死亡率減少効果が証明されて
いる方法が選択される

死亡率減少効果が証明されている
方法が選択されることが望ましい

利益と
不利益

限られた資源の中で、
利益と不利益のバランスを考慮し、
集団にとっての利益を最大化する

個人のレベルで判断する

具体例
健康増進事業による
区市町村の住民検診

（集団方式と、個別方式）

検診機関や医療機関で行う人間ドック
や総合健診、保険者が福利厚生を目的と
して提供する人間ドック

対策型検診と任意型検診表4 

日本消化器がん検診学会「対策型検診のための胃内視鏡検診マニュアル2015年度版」より

厚生労働省ホームページ「がん検診」より　（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000059490.html）

［特集］胃がん予防の最新事情 ピロリ菌と胃内視鏡検査

早
期
発
見
に
は
胃
が
ん
検
診

図３ 胃がんの臨床進行度別
５年相対生存率
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国立がん研究センター「がん情報サービス がん種類別統計情報」より
（https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/cancer/5_stomach.html）

0

図４ 胃内視鏡検診運営委員会（仮称）の役割

日本消化器がん検診学会「対策型検診のための胃内視鏡検診マニュアル2015年度版」より

運営

医師会・検診機関等

報告依頼

画像媒体提出
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・画像点検

胃内視鏡検診運営委員会（仮称）
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図５ 胃内視鏡検査の問診票例
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ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
性
別
に
違
和
感
を
持
つ

人
々
の
総
称
で
、
身
体
と
心
が
男
女
逆
の
自
認
の
人

も
い
れ
ば
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
感
じ
る
人
も
い
ま

す
。
違
和
感
を
感
じ
つ
つ
も
そ
の
ま
ま
生
活
を
す
る

人
も
い
れ
ば
、
手
術
を
し
て
性
自
認
に
合
う
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
４
月

か
ら
、
性
同
一
性
障
害
者
に
対
す
る
性
別
適
合
手
術

に
も
保
険
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
そ

れ
ま
で
は
精
神
科
的
な
対
応
の
み
）。
し
か
し
そ
こ

に
至
る
前
に
は
ま
ず
相
談
先
が
あ
り
、
適
切
な
助
言

を
得
た
上
で
医
療
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

子
ど
も
、
特
に
思
春
期
世
代
へ
の
情
報
提
供
や
意
思

決
定
の
支
援
が
重
要
で
す
の
で
、
学
校
で
の
教
育
内

容
・
相
談
に
お
い
て
も
保
護
者
と
と
も
に
寄
り
添
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
も
ま
た
支

援
の
対
象
で
す
。

医
療
や
教
育
・
就
労
の
場
で
の
具
体
的
な
対
応（
変

更
、
新
設
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。「
職
場
や
学
校

の
更
衣
室
や
ト
イ
レ
、
公
共
の
浴
場
で
男
女
ど
ち
ら

の
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
す
る
か
？
」
は
ニ
ュ
ー
ス
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
性
的
少
数
者「
の
た
め
に
」

ど
う
す
る
か
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
の
安
全
や
ル

ー
ル
の
話
で
す
。
こ
こ
で
の
整
理
の
軸
は
自
分
が
考

え
る
性
で
は
な
く
、
身
体
の
性
で
す
。
心
は
女
性
だ

と
主
張
し
て
も
身
体
が
男
性
の
人
物
が
女
性
の
ス
ペ

ー
ス
に
入
る
こ
と
は
容
認
さ
れ
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
多
様
性
の
理
解
と
は
少
数
の
人
に
特
別

な
対
応
を
し
よ
う
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

違
い
が
あ
っ
て
も
お
互
い
が
安
全
で
平
和
に
生
活
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
支
援
に
必
要
な

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
」と「
Ｔ
」の
整
理

２
０
２
３
年
６
月
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

多
様
な
性
が
注
目
さ
れ
る
中
、
健
康
づ
く
り
の
現
場
で
は
、
今
何
が
問
題
と
な
り
、
ど
ん
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
地
域
や
組
織
の
保
健
活
動
に
広
く
携
わ
る
堀
成
美
氏
に
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
保
健
現
場
の
課
題
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、正
確
に
は
ど
ん
な
意
味
？

健
康
づ
く
り
の
現
場
で
は
、ど
ん
な
配
慮
が
必
要
？

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
興
味
が
な
い
人

（
ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
）
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
恋
愛
や

性
的
な
関
係
に
な
る
時
の
フ
ォ
ー
カ
ス
で
す
が
、
そ

れ
以
外
の
場
面
で
は
他
の
人
に
は
関
係
が
あ
り
ま
せ

ん
。
学
校
や
職
場
で
広
く
自
分
の
話
を
周
囲
に
伝
え

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

秘
め
て
い
た
情
報
を
他
人
に
伝
え
る
こ
と
を
「
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
と
言
い
ま
す
が
、
性
的
指
向
を
伝

え
る
か
ど
う
か
、
い
つ
・
誰
に
伝
え
る
か
は
個
人
の

自
由
で
す
。
自
由
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
人
に
伝
え

る
こ
と
で
個
人
情
報
が
そ
の
先
拡
散
す
る
可
能
性
も

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
伝
え
る
相
手
へ
の
配
慮

も
必
要
で
す
。
性
的
指
向
だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま
せ

今
年
の
６
月
の
国
会
で
、「
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国

民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
、
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
教
育
や
保
健
医
療
の
現
場

で
は
、
関
わ
る
対
象
や
一
緒
に
働
く
人
た
ち
の
性
は

多
様
で
あ
る
と
し
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
施
策
」
の
ペ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
こ
の
法
律
を
き

っ
か
け
に
、
今
ま
で
と
何
が
変
わ
る
の
か
？
」
と
い

う
疑
問
が
生
じ
て
い
ま
す
。

性
の
多
様
性
に
関
し
て
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
性
的
少

数
者
、
性
的
指
向
、
性
自
認
、
性
同
一
性
障
害
な
ど

の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
用
語
の
使

ん
が
、
秘
密
と
さ
れ
る
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
そ
の

人
に
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
に
伝

え
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
さ

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
で
き
る
」「
で

き
な
い
」
と
い
っ
た
表
現
も
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

一
方
、
医
療
機
関
で
は
性
的
指
向
の
情
報
が
正
確

な
診
断
や
治
療
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
い
く
つ
か
の
感
染
症
は
男
性
同
性
間
で
広

が
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
し
、
Ａ
型
・

い
方
を
丁
寧
に
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
ワ
ー
ド
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
述
の
長
い
法
律

を
省
略
す
る
た
め
に
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
」
と
表
記
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
混
乱
が
生
じ

て
い
ま
す
。
何
げ
な
く
使
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
」
と
「
Ｔ
」
を
整
理
し
て

説
明
し
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
の
略
で
、
そ
れ
ぞ
れ
女
性
が
女
性
、
男
性
が
男

性
、
ま
た
男
性
も
女
性
も
恋
愛
や
性
の
対
象
と
す
る

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
が
推
奨
さ

れ
ま
す
。個
人
情
報
の
保
護
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

性
の
健
康
の
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

法
律
や
制
度
上
の
位
置
づ
け
は
日
本
で
は
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
入
院
申
込
書
の
保
証
人
や
同
居
者
が
同

性
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
場
合
も
法
律
婚
カ
ッ
プ
ル
や

家
族
に
準
じ
た
対
応
を
し
、
不
利
益
や
差
異
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
医
療
の
現
場
で
も
で
き
る

理
解
・
増
進
の
取
り
組
み
で
す
。

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
」と
教
育
・
保
健
医
療

「
Ｔ
」と
教
育
・
保
健
医
療 堀 成美  ほり　なるみ

感染対策ラボ 代表
国立感染症研究所
感染症疫学センター 協力研究員
神奈川大学法学部、東京女子医科大学看護短
期大学卒業。2009年国立感染症研究所 実地
疫学専門家コース（FETP）修了。同年聖路
加国際大学助教、2013年より国立国際医療研
究センター感染症対策専門職。2015年より国
際診療部医療コーディネーター併任。2018年
8月よりフリーランスのコンサルタント（感
染症対策・地域や組織のグローバル対策）。

●執筆者

LGBTQIA+を例に考える
性について気づいたり考える・認識を変えるタイミングは

人によって異なる

性自認
gender identity

性的指向
sexual orientation

自分で認識する性(心の性）での整理
男性/女性

恋愛や性の関心の対象での整理

１）Britannica
２）Planned Parenthood
３）LGBTIQ+ Inclusive Language Guide

参考

＊ 外科手術やホルモン治療をしても、もともとの
 身体的な性質は維持される

トランスジェンダー
（Transgender)

身体の性と心の性が異なる人、
その境界を超えて生きている人２）

身体の性：男性・女性
インターセックス（Intersex)

女性または男性の枠に当てはまらない
生殖器官、性的解剖学的構造を持って
生まれてくるさまざまな状況を指す用語２)

異性愛者
（Heterosexual：異性)

両性愛者 
（Bisexual：異性と同性)

全性愛者 
（Pansexual：すべての性)

無性愛者 
（Asexual：性的なことに無関心
 関心を持つ対象がない)

同性愛者 
（Homosexual：Lesbian、Gay

「＋」
現在の用語や概念での整理にとどま
らない多様性があることの表現として

「プラス」と表記3)

既存のカテゴリー分類にとらわれないで、
性的アイデンティティを表す包括的な用語として使用される
特定のコミュニティ内で使用される1)

クイア 
（Queer）

生物学的性
biological sex

図

：同性)
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た
眠
気
や
不
安
、
気
分
の
波
が
解
消
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　

　
十
分
に
寝
て
も
眠
気
が
改
善
し
な
い
方
は
、

一
度
精
神
科
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

治
療
薬
と
し
て
は
、
気
分
調
整
薬
や
選
択
的

セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬
な
ど
が
用

い
ら
れ
ま
す
。

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

気
が
し
な
か
っ
た
り
、
き
ち
ん
と
動
け
て
い

て
も
う
ま
く
働
け
て
い
な
い
と
感
じ
る
な
ど
、

主
観
的
評
価
と
客
観
的
評
価
が
乖
離
す
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
疲
れ
や
す
い
、
だ
る
い
な
ど
と
お
っ
し
ゃ

る
方
は
、
一
方
で
眠
気
と
し
て
感
じ
る
方
も

お
ら
れ
、
両
者
は
よ
く
混
在
し
ま
す
。
恐
ら

く
根
本
に
あ
る
原
因
は
一
つ
な
の
で
し
ょ
う

が
、
眠
気
と
称
し
て
み
た
り
、
だ
る
さ
と
称

し
て
み
た
り
す
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま

す
。

　
大
学
で
診
療
を
し
て
い
る
と
、
睡
眠
を
十

分
に
取
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
中
の

眠
気
が
あ
り
、
学
業
成
績
が
低
下
し
て
し
ま

っ
た
学
生
を
診
察
す
る
機
会
が
多
い
の
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
学
生
の
中
に
、
気
分
の
波

が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
経
験
し

ま
す
。

　
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
睡
眠
薬
を
服
用

し
て
も
症
状
の
十
分
な
改
善
は
み
ら
れ
ま
せ

寂
し
さ
、
物
悲
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
季
節
の
変
化
の
た
め
か
、
体
調
の

リ
ズ
ム
の
せ
い
な
の
か
、
な
ぜ
だ
か
気
分
が

少
し
憂
鬱
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

「
恐
ら
く
体
内
リ
ズ
ム
に
関
係
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
」「
最
近
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
の

か
な
」「
遭
遇
し
た
出
来
事
が
心
理
的
に
影

響
し
て
い
る
か
な
」
な
ど
と
解
釈
し
、
受
け

入
れ
て
生
活
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
よ
く
眠
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
日

中
に
眠
気
を
感
じ
て
物
事
に
集
中
で
き
ず
、

仕
事
に
せ
よ
勉
強
に
せ
よ
本
来
の
力
が
出
し

き
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
ヒ
ト
の
感
じ
方
は
客
観
性
に
欠
け
る
部
分

が
あ
り
、
脳
波
上
よ
く
眠
れ
て
い
て
も
寝
た

の
気
配
を
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。

夏
の
終
わ
り
の
寂
し
さ
な
の
か
、
物

秋

ん
。
こ
れ
は
眠
気
と
感
じ
て
い
る
も
の
の
正

体
が
、
眠
気
の
皮
を
被
っ
た
う
つ
症
状
で
あ

る
か
ら
な
の
で
す
。
前
景
に
立
つ
眠
気
の
た

め
気
分
の
波
が
見
落
と
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。

　
も
し
、
通
学
や
出
社
な
ど
社
会
生
活
は
継

続
し
て
で
き
て
い
る
も
の
の
、
学
生
の
頃
か

ら
日
中
の
眠
気
が
あ
る
、
理
由
も
な
い
の
に

元
気
が
出
な
く
な
っ
た
り
悲
観
的
に
な
る
時

期
が
あ
る
、
け
れ
ど
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と

そ
の
よ
う
な
症
状
は
自
然
と
な
く
な
っ
て
い

る
と
い
っ
た
症
状
を
お
持
ち
の
方
は
、
因
果

関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
気
分
の
波
に
注
目

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
す
べ
て
の
こ
と
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
か
不
安
で
将
来
を
悲
観
し
た
り
、

自
己
評
価
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
も
し
そ
の

よ
う
な
問
題
が
あ
れ
ば
、
気
分
変
調
症
や
気

分
循
環
症
と
い
っ
た
持
続
性
の
気
分
障
害
が

見
落
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

治
療
に
よ
り
長
年
何
気
な
く
受
け
入
れ
て
い

眠
い
眠
い
と
い
う
の
は

本
当
に
睡
眠
の
問
題
？

第     

回
22

1989年東京慈恵会医科大学医学部
卒業。2012年スタンフォード睡眠
研究所客員准教授、2014年東京慈
恵会医科大学准教授、2019年4月
久留米大学医学部神経精神医学講
座准教授を経て、2020年11月から
現職。東京慈恵会医科大学客員教
授。日本睡眠学会理事・専門医・
学会認定試験委員会委員長、日本
時間生物学会評議員、日本臨床神
経生理学会認定医、日本精神神経
学会代議員・専門医・指導医。

小曽根 基裕
久留米大学医学部
神経精神医学講座 主任教授

おぞね もとひろ

［執筆者］

図 気分障害の種類
単極性うつ病

持続性気分障害

双極性障害

反復性

黄色 ＝うつ状態　 青 ＝躁状態

気分変調症

気分循環症

（Ⅰ型）

（Ⅱ型）
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感染症とともに生きる

リレーエッセイ 9vol.

●企画／堀 成美（感染対策ラボ 代表）

神奈川大学法学部、東京女子医科大学看護短期大学卒業。2009年国立感
染症研究所 実地疫学専門家コース（FETP）修了。同年聖路加国際大学助教、
2013年より国立国際医療研究センター感染症対策専門職。2015年より
国際診療部医療コーディネーター併任。2018年8月よりフリーランスの
コンサルタント（感染症対策・地域や組織のグローバル対策）。

感染対策ラボ 代表
国立感染症研究所 感染症疫学センター 協力研究員

堀  成 美
ほり　なるみ

執 筆 者

VOL.1  高
橋

 幸
子

VOL.2  柳
沢

 如
樹

VOL.3  爾
見

 ま
さ

子

VOL.4  潤
間

 励
子

VOL.5  小
山

 和
博

VOL.6  堀
 成

美

VOL.9  堀
 成

美

VOL.7  関
野

 和
寛

VOL.8  縣
 智

香
子

ハンセン病から学ぶこと
終わった話とまだ続いている話

地
域
に
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来
日
し
た

人
が
日
本
で
発
症
し
て
診
断
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
わ
け
で
す
。医
師
や
看
護
師
の
不
安
は「
適

切
に
診
断
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
」「
他
の
病

気
と
誤
診
し
た
り
し
て
し
ま
わ
な
い
か
」で
す
。

私
も
経
験
が
な
い
、
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
を
補

う
た
め
に
勉
強
を
し
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

で
は
、
感
染
し
た
人
は
か
つ
て
の
よ
う
な
偏

見
・
差
別
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
で
し
ょ

う
か
。
日
本
で
は
「
も
う
隔
離
は
い
ら
な
い
」

と
わ
か
っ
て
か
ら
も
隔
離
策
が
続
け
ら
れ
た
た

め
、
個
人
の
生
活
や
権
利
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
ん
だ
り
、
家
族
の
事
情
な
ど
で
療

養
所
の
外
の
生
活
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
、
療
養

所
で
の
生
活
の
継
続
を
選
択
し
た
人
が

２
０
２
２
年
の
時
点
で
９
３
１
人
い
ま
す
。
そ

の
平
均
年
齢
は
88
歳
。
国
内
の
14
の
施
設
で
生

活
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
か
ら
見
る
と
、
し
な
く
て
い
い
隔
離
を
続

け
た
り
、
過
剰
な
対
応
を
し
て
い
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
こ
と
で
私
た
ち
の
心
に
特
別
な
イ
メ

ー
ジ
や
反
応
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
以

上
に
、
社
会
に
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
病
気
の
捉

え
方
や
否
定
的
な
反
応
が
長
期
間
続
い
て
し
ま

う
こ
と
の
方
が
怖
い
こ
と
な
ん
だ
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

検
査
や
治
療
が
確
立
し
た
か
ら
認
識
を
変
え

ま
し
ょ
う
、
と
い
っ
て
も
す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
が
課
題
で
す
。
原
因
と
し
て
報
道
の
影

響
が
あ
り
ま
す
。
初
期
の
恐
怖
を
強
調
す
る
伝

え
方
は
、
怖
い
音
楽
と
と
も
に
放
送
さ
れ
、
差

別
が
問
題
で
あ
る
と
病
名
と
差
別
を
セ
ッ
ト
で

拡
散
し
ま
す
。
不
安
な
人
は
不
安
に
な
る
情
報

こ
の
夏
、
久
々
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。
感
染
力
が
と
て
も
弱
い
細
菌
が

原
因
の
病
気
で
す
が
、
す
で
に
治
療
法
が
確
立

し
て
お
り
、
回
復
し
た
人
か
ら
周
囲
の
人
に
う

つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
院
や
隔
離
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
や
ニ
ュ
ー
ス
で
知
る

の
は
、
間
違
っ
た
対
応
で
生
ま
れ
た
差
別
や
偏

見
の
歴
史
や
訴
訟
の
情
報
。
こ
れ
は
教
育
や
医

療
に
関
わ
る
人
も
同
じ
で
す
。
今
、
こ
の
病
気

の
こ
と
を
知
り
、
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
学
ば
な
く
て
い
い
の
か
と
い
う
と
、
そ

う
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
年
間
数
例
、
国
内
で
新

規
患
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
）。
外
国

人
だ
け
で
な
く
日
本
人
も
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
も
し
か
し
て
？
」
と
検
討
を
す
る

場
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界
で
は
年

間
20
万
人
の
症
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

を
あ
え
て
探
す
行
動
を
取
り
ま
す
。
そ
し
て
今

な
ら
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
拡
散
し
ま
す
。「
ハ
ン

セ
ン
病
（
当
時
は
「
ら
い
」
と
い
い
ま
し
た
）

は
隔
離
す
る
病
気
」
と
記
憶
に
刻
ま
れ
た
人
た

ち
も
高
齢
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
病
気
の

偏
見
差
別
の
問
題
は
だ
ん
だ
ん
と
無
く
な
っ
て

い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
重
要
な
こ
と
は
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
で
す
。

◆
　
◆
　
◆

実
際
に
は
、
一
般
的
な
感
染
症
で
隔
離
は
重

要
な
対
策
で
す
。
体
調
が
悪
い
時
や
症
状
が
あ

る
時
は
自
宅
で
休
む
、
人
混
み
に
出
か
け
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
騒
動
の
時
に
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
で
す
。

コ
ロ
ナ
以
前
、テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で「
休

め
な
い
あ
な
た
に
」
と
感
染
対
策
と
は
真
逆
の

こ
と
が
強
調
さ
れ
、
症
状
が
あ
っ
て
も
が
ん
ば

っ
て
会
社
や
学
校
に
行
く
方
が
よ
い
と
ば
か
り

に
風
邪
薬
が
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
症
状
が

あ
る
時
に
休
む
こ
と
は
私
た
ち
の
社
会
に
定
着

す
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
病
気
に

な
っ
た
人
が
安
心
し
て
休
め
、
ま
た
戻
れ
る
社

会
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
多
い

の
で
、
ぜ
ひ
都
内
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

に
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

国立感染症研究所　IASR ハンセン病 2018年
2023年度ハンセン病医学夏期大学講座　資料より

年 新規感染報告者数
（日本人/外国人）

2022年 0/6
2021年 0/3
2020年 1/3
2019年 0/5
2018年 0/3
2017年 1/1
2016年 0/3

表 ハンセン病の国内新規患者数
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ニューノーマル 
口腔ケアはどう変わる？

　むし歯になりやすい人（ハイリ
スク者）を救うために、私たち歯
科医療従事者は創意工夫を重ねて
います。特に歯と歯の間は好発部
位ながら、治療も厄介で悩ましい
場所です。著者（ＤＢ）らの研究
グループは、そんな悩みを解決す

合歯磨剤で磨く」ことにプラスし
て、昼食後にフッ化物配合歯磨剤
をローションのようなつもりで、
清潔な指（または指サック）で歯
と歯の間の歯面を狙って擦り込む
ようにマッサージする方法です

（図２）。歯ブラシが使えない場面
でも簡便にできるという利点があ
ります。この“Massage Method”
はその手軽さと効果の高さからさ
まざまなウェブサイトで取り上げ
られています8) 〜11)。

　日本発では、“Massage Method”
に似ていますがコンセプトが異な
る方法が開発されました12) 〜14)。

“Prepared Toothpaste Delivering 
Technique （PTD technique）”と
名づけられ、特に歯磨き後によく
うがいをしてしまう人向けにフッ
化物配合歯磨剤が薄まるのを防ぐ
ために考えられています。PTD
法では、歯磨き前に歯ブラシやシ
リコン製のフィンガーブラシを用
いてフッ化物配合歯磨剤を歯間部
に押し込み、その後普段通りの方
法で２分間歯磨きをします。うが
いの制限は特に設けていません。
PTD法の臨床試験はまだですが、
この一工夫でフッ化物の薬効成分
が高められるということが実験室
の研究で明らかになりました。

るために、基本の歯磨き方法（２
＋２＋２＋２テクニックとスラリ
ー法。2021年新年号と2023年新年
号を参照）に追加して２つのバリ
エーションを開発しました。

　１つ目は “Inter Dental Brush 
Gel Method （IDBGM）” と呼ばれ
ています。歯科衛生士のBarbo 
Särner先生がPhDプロジェクトの
一環として研究しました1) 〜5)。フ
ッ化物配合ジェルを歯間ブラシに
乗せて歯と歯の間に出し入れする
方法です（図１）。研究では10回
の往復運動をしましたが、日常的
には５回でもよいでしょう。これ
により歯と歯の間をクリーニング
しながら、フッ化物を直接送り込
むことができます。IDBGMは２
＋２＋２＋２テクニックのうちの

「２cmのフッ化物配合歯磨剤で２
分間磨く」という普段の歯磨きの
後に行います。
　２つ目はお口の中にフッ化物を
できるだけ長く存在させておくた
め に 編 み 出 さ れ た 方 法 で、

“Massage Method”と呼ばれて
い ま す。 こ れ も 歯 科 衛 生 士 の
Anna Nordström先生がPhDプロ
ジェクトの一環として研究しまし
た6) 7)。２＋２＋２＋２テクニッ
クのうちの「１日２回フッ化物配

教育学士、Master of Dental Public Health, PhD
（アイルランド）、NPO法人「科学的なむし歯・
歯周病予防を推進する会」（旧称　「最先端のむ
し歯・歯周病予防を要求する会」）（PSAP）理
事長

歯科医師

［執筆者］

西 真紀子
にし まきこ

［共同執筆］

Dowen 
Birkhed

歯学博士、
スウェーデン・イエテボリ大学名誉教授

歯科医師
ドーベン・ビルクヘッド

第 14 回

むし歯ハイリスク者のための
フッ化物配合歯磨剤 応用編

参考文献１）～14）はこちらから➡　

“Massage Method”。昼食後にフッ化物配合歯
磨剤を清潔な指（または指サック）で歯と歯の間
の歯面を狙って擦り込むようにマッサージする方法。

図２

“Inter Dental Brush Gel Method （IDBGM）”。フ
ッ化物配合ジェルを歯間ブラシに乗せて歯と歯の
間に出し入れする。

図１
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６
月
２
日
、
厚
生
労
働
省
は
、
一
人
の
女

性
が
生
涯
産
む
子
ど
も
の
平
均
数
（
合
計
特

殊
出
生
率
）
が
１
・
26
、
出
生
数
は

77
万
７
４
７
人
で
史
上
初
め
て
80
万
人
を
割

っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
将
来
人
口
が
増
え

る
こ
と
も
減
る
こ
と
も
な
い
合
計
特
殊
出
生

率
は
２
・
１
で
す
か
ら
、
わ
が
国
の
人
口
は

今
後
も
減
少
傾
向
を
強
め
て
い
く
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た
将
来
推
計
人

口
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
国
勢
調
査
に
よ

る
１
億
２
６
１
５
万
人
の
総
人
口
が
、

２
０
７
０
年
に
は
８
７
０
０
万
人
に
減
少
す

る
と
の
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
て
、
政
府
は
「
異

次
元
の
少
子
化
対
策
」
と
銘
打
っ
た
数
々
の

取
り
組
み
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
が
、

筆
者
と
し
て
は
首
を
傾
げ
る
内
容
ば
か
り
。

児
童
手
当
の
所
得
制
限
の
撤
廃
と
多
子
世
帯

へ
の
給
付
額
ア
ッ
プ
、
出
産
費
用
の
保
険
適

用
の
検
討
、
男
女
で
育
休
取
得
な
ら
一
定
期

間
手
取
り
額
維
持
、学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

授
業
料
後
払
い
制
度
の
創
設
な
ど
な
ど
。
い

ず
れ
も
と
て
も
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
は
言
を
ま
ち
ま
せ
ん
が
、
共
通
し
て
い
る

の
は
、
既
に
お
子
さ
ん
が
い
る
方
、
こ
れ
か

ら
実
際
に
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る
方
へ

の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
若

者
た
ち
が
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
積
極
的
に

な
る
と
は
考
え
難
い
の
で
す
。

　
各
国
の
婚
外
子
率
の
デ
ー
タ
が
手
元
に
あ

り
ま
す
（
図
）。
婚
外
子
と
は
婚
姻
関
係
に

な
い
男
女
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
こ
と
を

い
い
ま
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
５
割
を
超
え
る
一
方
、
日
本
の
場
合
は

２
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
日
本
家
族
計
画
協

会
が
２
０
１
６
年
に
「
最
初
の
人
工
妊
娠
中

ま
せ
ん
。

　
若
者
た
ち
の
結
婚
へ
の
道
は
は
る
か
に
遠

く
、
結
果
と
し
て
少
子
化
の
改
善
は
夢
の
ま

た
夢
と
い
う
印
象
を
持
つ
の
は
筆
者
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
読
者
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
結

果
を
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
か
？

絶
手
術
を
受
け
る
こ
と
を
決
め
た
理
由
」
を

聞
く
と
、「
経
済
的
な
余
裕
が
な
い
」
と
「
相

手
と
結
婚
し
て
い
な
い
の
で
産
め
な
い
」
が

同
率
で
24
・
３
％
で
し
た
。
日
本
の
場
合
、

結
婚
→
妊
娠
・
出
産
の
流
れ
が
不
可
欠
で
あ

る
と
し
た
ら
、
結
婚
の
障
害
を
取
り
除
く
こ

と
な
し
に
は
少
子
化
問
題
の
解
決
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
は
、
婚
外
子
を
受
容
で

き
る
国
に
な
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
り
ま
す
。

　
内
閣
府
が
実
施
し
た
国
際
比
較
調
査

（
２
０
１
５
年
）
に
よ
れ
ば
、「
現
在
結
婚
し

て
い
な
い
理
由
」
で
他
の
国
と
の
違
い
が
目

立
つ
の
が
、
男
性
で
は
「
経
済
的
余
裕
が
な

い
」、
女
性
で
は
「
独
身
の
自
由
さ
や
気
楽

さ
を
失
い
た
く
な
い
」
で
し
た
。「
結
婚
生

活
に
つ
い
て
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
」
で

は
、女
性
か
ら
は
「
親
族
と
の
つ
き
合
い
方
」

を
あ
げ
る
割
合
が
異
常
に
高
く
、「
い
っ
た

い
誰
と
結
婚
す
る
の
？
」
と
言
わ
ざ
る
を
得

女
性
が
抱
え
る

　健
康
問
題
と
そ
の
予
防

あ
な
た
は
少
子
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
？

第11話

自治医科大学を１期生として卒業
後、群馬県庁に在籍する傍ら、群
馬大学医学部産科婦人科学教室で
臨床を学ぶ。1988年から日本家族
計画協会クリニック所長。東京都
予防医学協会理事、日本母性衛生
学会常務理事。2018年より現職。

日本家族計画協会 会長

北村 邦夫
きたむら くにお

［執筆者］

　（注）	 	未婚の母など結婚していない母親からの出生数が全出
生数に占める割合。

	 	 	ドイツは1981年、英国・アイルランドは2006年、カナダ・
イタリアは2007年のデータ。

（資料）	 米国商務省,Statistical Abstract of the United States 2001
	 	 日本：厚生労働省「人口動態統計」
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知
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

検
査
可
能
で
す
。
虚
血
性
心
疾
患
が
疑
わ

れ
る
場
合
に
は
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
、
心
臓
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、
核
医
学
検
査
と
い
っ
た
精
密
検
査

を
ご
案
内
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
他
の

画
像
診
断
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
提
携
医
療
機
関

に
紹
介
）。

循
環
器
疾
患
が
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
場

合
は
、
多
く
は
病
院
で
の
精
密
検
査
が
必

要
に
な
る
た
め
連
携
病
院
へ
紹
介
し
ま
す
。

病
院
で
の
循
環
器
疾
患
の
治
療
は
薬
物
治

療
の
他
、
多
く
は
内
科
で
の
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
、
外
科
手
術
の
両
方
で
治
療
が
可
能

で
あ
り
、
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
で
総
合
的
に
判

断
し
治
療
が
選
択
さ
れ
ま
す
。
軽
微
な
異

常
で
、
定
期
的
な
経
過
観
察
で
十
分
な
場

合
や
、
簡
単
な
薬
物
治
療
で
対
応
可
能
な

場
合
は
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
院
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。生
活
習
慣
病
の
場
合
、

ま
ず
は
家
庭
血
圧
測
定
、
生
活
指
導
（
減

塩
、
カ
ロ
リ
ー
制
限
、
有
酸
素
運
動
、
減

量
）
で
数
値
の
改
善
が
得
ら
れ
る
か
確
認

し
ま
す
が
、
不
十
分
な
場
合
や
、
迅
速
な

数
値
の
改
善
が
望
ま
し
い
場
合
に
は
早
期

の
薬
物
治
療
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
他
、

喫
煙
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
も
循
環
器

疾
患
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

禁
煙
外
来
や
睡
眠
時
無
呼
吸
外
来
と
連
携

し
て
診
療
に
当
た
り
ま
す
。

循
環
器
内
科
外
来
で
は
、
心
臓
や
血
管

の
病
気
、
お
よ
び
そ
の
原
因
と
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
診
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
）、不
整
脈（
心
房
細
動
、期
外
収
縮
）、

弁
膜
症
、
心
筋
症
、
そ
れ
ら
を
原
因
と
し

て
生
じ
る
心
不
全
な
ど
の
心
臓
の
病
気
、

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
深
部
静
脈
血
栓
症

（
＝
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）
な
ど

の
血
管
の
病
気
、
そ
れ
ら
の
原
因
に
な
る

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
（
＝
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
）
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
治
療
し
ま
す
（
図
１
）。

症
状
と
し
て
は
、
胸
痛
（
→
虚
血
性
心

疾
患
）、
息
切
れ
（
→
虚
血
性
心
疾
患
、

心
不
全
）、
下
肢
浮
腫
（
→
心
不
全
、
深

部
静
脈
血
栓
症
）、
動
悸
（
→
不
整
脈
）

な
ど
が
代
表
的
で
す
。
当
院
の
よ
う
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
循
環
器
内
科
外
来
で
は
、
健

康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
で
異
常
を
指
摘
さ

れ
て
精
密
検
査
・
経
過
観
察
を
す
る
方
、

急
性
期
の
治
療
を
総
合
病
院
で
終
え
て
慢

性
期
管
理
を
受
け
る
方
、
上
記
の
疾
患
に

な
ら
な
い
た
め
の
予
防
と
し
て
生
活
習
慣

病
を
治
療
す
る
方
を
主
な
診
療
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

有
病
率
や
重
症
度
を
加
味
す
る
と
、
①

心
筋
梗
塞
の
予
防
②
脳
梗
塞
の
原
因
と
な

る
不
整
脈
（
＝
心
房
細
動
）
の
早
期
診
断

―
―
が
特
に
重
要
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
レ
ベ

ル
の
循
環
器
内
科
外
来
の
主
な
役
割
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
か
り
や
す
い
の
は
、
健
康
診
断
で
心

電
図
異
常
や
心
雑
音
を
指
摘
さ
れ
た
時
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
循
環
器
内
科

外
来
の
受
診
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
、
心
疾
患
を
診
断
・
治
療
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
発
症
予
防
の
た
め
に
生
活

習
慣
病
の
治
療
を
行
う
こ
と
も
循
環
器
内

科
外
来
の
重
要
な
役
割
で
す
。
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
こ
れ
ら
は
虚
血

性
心
疾
患
な
ど
動
脈
硬
化
が
原
因
で
起
こ

る
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
ど
れ

以
上
の
中
リ
ス
ク
群
と
な
り
、
10
年
以
内

に
２
～
10
％
の
確
率
で
虚
血
性
心
疾
患
や

動
脈
硬
化
性
の
脳
梗
塞
を
起
こ
す
と
計
算

さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
管
理
目
標
値
は
１
４
０ 

mg
／

dL
未
満
と
な
り
ま
す
。
１
４
０ 

mg
／
dL
前

後
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
高
値
で
も

薬
物
治
療
の
適
応
と
な
り
う
る
た
め
、
早

期
受
診
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
、
が
ん
患
者
で
循
環
器
疾
患

発
症
率
が
高
ま
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、「
腫

瘍
循
環
器
」
と
い
う
新
し
い
学
術
分
野
と

し
て
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。
が
ん
に
罹

患
し
て
も
治
癒
で
き
た
り
、
以
前
よ
り
長

く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ

か
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
循
環

器
内
科
外
来
を
受
診
す
る
よ
う
に
す
す
め

て
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

特
に
受
診
が
先
延
ば
し
に
さ
れ
や
す
い

の
が
脂
質
異
常
症
で
す
。
２
０
２
２
年
に

改
訂
さ
れ
た
動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
久
山
町
ス
コ
ア
」
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
50
歳
以

上
の
男
性
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
低
リ
ス

ク
群
の
上
限
で
あ
る
７
点
で
あ
り
、
そ
の

他
に
収
縮
期
血
圧
１
２
０
mm 

Hg
以
上
、
糖

代
謝
異
常
（
糖
尿
病
を
除
く
）、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
１
２
０ mg
／
dL
以
上
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
60 mg
／
dL
未
満
、

喫
煙
の
う
ち
ど
れ
か
が
あ
る
だ
け
で
８
点

顕
在
化
し
た
問
題
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

患
者
で
は
よ
り
厳
格
な
生
活
習
慣
病
治
療

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
小
児
期
や
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
※
に
が
ん
を
経
験
し
た
患
者
で
も
同

様
で
す
の
で
、
が
ん
は
治
癒
し
た
け
れ
ど

も
そ
の
後
心
血
管
疾
患
や
生
活
習
慣
病
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
十
分
受
け
て
い
な
い

よ
う
な
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
度
循
環
器

内
科
外
来
を
受
診
す
る
よ
う
に
す
す
め
て

く
だ
さ
い
。

血
液
検
査
で
生
活
習
慣
病
や
心
臓
の
マ

ー
カ
ー
を
よ
り
詳
し
く
評
価
し
ま
す
。
ま

2015年 東 京 大 学 医 学 部 卒 業。
NTT東日本関東病院初期臨床
研修医、循環器内科後期研修医
を経て、2020年より東京大学医
学部附属病院循環器内科で勤務。
内科認定医、循環器専門医。

進藤 彰人
しんどう　あきと

［執筆者］

保健会館クリニックの
医師がお答えします！

循環器内科外来第 9 回

本会の循環器内科外来では、地域の方々をはじめ、健康診断や人間ドックで
「要経過観察」「要精密検査」「要受診」などと判定された方を対象として、日々診療を行っています。
循環器内科外来では、どのような病気をどのように診ているのでしょうか。
今回は、進藤彰人医師が循環器内科外来について詳しく解説します。

Q1
循
環
器
内
科
外
来
で
は

ど
ん
な
症
状
や
病
気
を

診
ま
す
か
？

Q2
受
診
を
す
す
め
た
方
が

よ
い
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

Q3
ど
ん
な
検
査
が

行
わ
れ
ま
す
か
？

Q4
治
療
や
指
導
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

図２　

循環器内科外来で扱う疾患
図１　

久山町スコアとリスク分類
（動脈硬化性疾患予防ガイドライン2022年版より改変）

た
心
臓
超
音
波

（
心
エ
コ
ー
）

検
査
で
心
臓
の

動
き
や
壁
の
厚

さ
の
評
価
、
弁

膜
症
の
有
無
な

ど
が
調
べ
ら
れ

ま
す
。
不
整
脈

が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
、
24
時

間
心
電
図
（
ホ

ル
タ
ー
心
電
図
）

検
査
で
、
日
常

生
活
を
送
り
な

が
ら
一
日
中
心

電
図
を
計
測
し

て
不
整
脈
を
検

循環器疾患
虚血性心疾患 不整脈

心不全

危険因子
糖尿病高血圧 脂質異常症

睡眠時無呼吸症候群

肥満 喫煙

⬆

※危険因子の記載項目は主に虚血性心疾患に関連するもので、一部不整脈や心不
全と関連する項目もありますが、すべての循環器疾患と関連するわけではありません。

リスク 変数 点数

① 性別
男性 7
女性 0

② 収縮期血圧
(mmHg)

<120 0
120～129 1
130～139 2
140～159 3

160～ 4

③ 糖代謝異常
（糖尿病は含まない）

なし 0
あり 1

④ 血清LDL-C
(mg/dL)

<120 0
120～139 1
140～159 2

160～ 3

⑤ 血清HDL-C
(mg/dL)

60～ 0
40～59 1

<40 2

⑥ 喫煙
なし 0
あり 2

①～⑥の点数を合計 　　点

久山町研究によるスコア(点) 予測される
10年間の

動脈硬化性疾患
発症リスク

分類
LDL-chol
目標値
(mg/dL)

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70～79
歳

0～12 0～7 0～1 ー 2％未満 低リスク <160

13以上 8～18 2～12 0～7 2％
～10％未満 中リスク <140

ー 19以上 13以上 8以上 10％以上 高リスク <120

※  AYA世代：Adolescent & Young Adultの略。思春期および若年成人である15～39歳。
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●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

保健
師

コラム 応援
したい！

セルフ・エフィカシーを高める
第 10 回

皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
健
康
を
意
識
し
て

何
か
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？保

健
指
導
を
受
け
ら
れ
た
Ｋ
さ
ん
は
、
運

動
不
足
や
体
重
の
増
加
が
気
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。「
変
え
な
い
と
、
と
は
思
っ
て
い
る

の
だ
け
ど
…
」。
保
健
指
導
の
現
場
で
よ
く

耳
に
す
る
回
答
で
す
。
一
つ
の
行
動
を
「
始

め
る
」
上
に
「
続
け
る
」
こ
と
に
対
し
て
、

少
し
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
方
に
、
少
し
で
も
取
り
組

み
を
長
く
続
け
や
す
く
す
る
ヒ
ン
ト
を
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
と
は
、
あ
る
行

動
を
う
ま
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

「
自
信
」
の
こ
と
を
い
い
、
日
本
語
で
は
自

己
効
力
感
と
呼
ば
れ
ま
す
。
あ
る
行
動
に
対

し
て
高
い
セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
を
感
じ

て
い
る
人
ほ
ど
、
そ
の
行
動
を
取
る
可
能
性

の
発
症
リ
ス
ク
な
ど
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
や
、

プ
ラ
ス
10
分
を
１
年
間
継
続
す
る
こ
と
で

１
・
５
～
２
kg
の
減
量
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
ル
が
低
め
の
目
標
を
立
て
、
成
功

体
験
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
取
り
組
み
を
続

け
や
す
く
な
り
、
健
康
効
果
も
期
待
で
き
る

…
と
考
え
る
と
、
な
ん
だ
か
「
い
い
な
」
と

思
え
て
き
ま
す
よ
ね
。
Ｋ
さ
ん
の
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
で
も
大
丈
夫
で
す
！
　
こ
れ
な
ら

で
き
そ
う
と
い
う
目
標
を
一
つ
、
楽
し
く
コ

ツ
コ
ツ
と
続
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

健康づくりを

★
生
活
を
振
り
返
っ
て

★
少
し
で
も
効
果
的

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
は
皆
さ
ん
に

も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
成
功
体
験
を
使
っ
て
セ
ル
フ
・
エ
フ

ィ
カ
シ
ー
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
。「
①

少
し
頑
張
れ
ば
達
成
で
き
そ
う
な
」「
②
評

価
し
や
す
い
、
具
体
的
な
」
目
標
を
立
て
、

そ
の
目
標
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
る
と
そ
ち
ら
を
つ

い
利
用
し
、
毎
日
大
好
き
な
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

を
楽
し
ん
で
い
た
Ｋ
さ
ん
に
は
、ま
ず
は「
駅

や
会
社
で
は
階
段
を
使
う
」「
カ
ロ
リ
ー
が

低
い
お
や
つ
に
置
き
換
え
る
日
を
つ
く
る

（
毎
週
土
日
）」
を
目
標
に
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
し
た
。

「
そ
れ
く
ら
い
な
ら
で
き
そ
う
」
と
無
理
の

な
い
範
囲
で
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
、
少
し

ず
つ
習
慣
と
し
て
定
着
し
、
体
重
に
も
変
化

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

Ｋ
さ
ん
の
よ
う
に
、
前
述
の
２
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
意
識
し
た
目
標
か
ら
取
り
組
み
始
め

る
と
、
達
成
し
や
す
く
、
手
応
え
も
感
じ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
続
け
や
す
さ
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
―

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動
指
針
―
」

で
は
「
＋
10
（
プ
ラ
ス
テ
ン
）：
今
よ
り
10

分
多
く
体
を
動
か
そ
う
」
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
よ
り
プ
ラ
ス
10
分
か
ら
だ
を
多
く
動
か

す
こ
と
で
、
死
亡
の
リ
ス
ク
や
生
活
習
慣
病

ｅ-ヘルスネット「セルフ・エフィカシーを高めるポイント」「アクティブガイド」厚生労働省ｅ-ヘルスネット「セルフ・エフィカシーを高めるポイント」「アクティブガイド」厚生労働省参考サイト参考サイト

浅田 ひなの
本会保健師

★
セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
を
高
め
る

が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

セ
ル
フ
・
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
を
高
め
る
方
法

の
一
つ
に
「
成
功
体
験
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
実
際
に
自
分
が
行
っ
て
み
て
う
ま

く
で
き
た
と
い
う
経
験
の
こ
と
で
す
。
あ
る

目
標
を
立
て
て
、「
で
き
た
！
」
と
思
え
る

日
が
続
く
の
と
、「
で
き
な
か
っ
た
」
と
思

う
日
が
続
く
の
と
で
は
、
前
者
の
方
が
続
け

図

始める
例：土日だけ

「始める」上に
「続ける」ことに対して
ハードルを
高く感じてしまう

「①少し頑張れば達成できそうな」
「②評価しやすい、具体的な」
目標を立て成功体験をつくる

始める

例：毎日
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管理
栄養
士

コラム この数字は
なんでし

ょう？

400 mg まで第     回3
カフェインの1日あたりの最大摂取目安量

「400mg」※1とは健康な成人が1日に摂取しても悪影
響のないカフェインの最大目安量です。なお１回あた
りでは200mgまでが望ましいとされています。

カフェインの影響は個人差が大きいため日本では具
体的な基準は示されていませんが、1日の最大摂取量
を設定している国もあり、それらの情報に基づき厚生
労働省、農林水産省、内閣府食品安全委員会より情報
提供されています。

カフェインの作用には主に覚醒作用や鎮痛作用、利
尿作用などのほか、近年では認知症予防も期待される
一方で、量や摂り方を誤ると心身に不調が出る恐れが
あります。頭痛、めまい、不眠、吐き気、下痢、心拍
数の増加、興奮、不安などの症状や過剰摂取による急
性中毒での死亡例も報告されています。

カフェインはコーヒー豆、茶葉、カカオ豆などの成
分で、それらを原料としたコーヒー、紅茶、お茶類、
ココア、チョコレートなどに含まれます。昔から日常

◆不調はカフェインの悪影響？

◆カフェインは身近なもの

このコラムでは、食と健康に関する数字から
日頃の習慣の振り返りにつながるような情報をご紹介します。

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

内閣府食品安全委員会「ファクトシート（科学的知見に基づく概要書）」より

食品名 カフェイン濃度
（mg/100ml)

コーヒー 60
インスタントコーヒー（顆粒製品） 57
玉露 160
紅茶 30
せん茶 20
ウーロン茶 20
エナジードリンクまたは眠気覚まし用飲料
（清涼飲料水）

32～300
（製品1本当たりでは、36～150mg）

主な食品中に含まれるカフェイン濃度表

※1 ※2　内閣府食品安全委員会「ファクトシート（科学的知見に基づく概要書）」より  https://www.fsc.go.jp/factsheets/index.data/factsheets_caffeine.pdf
※3　国民生活センター  https://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/01/dl/s0114-10j.pdf

石元 三千代
本会管理栄養士

コーラなどにも使用されています。

在宅勤務でコーヒーの量が増えた、という声をよく
聞きます。

表は、主な食品に含まれるカフェイン濃度※2です。
健康に悪影響のない目安としてコーヒーは１日3杯く
らいまでですが、例えばチョコレートもよく食べると
いう人は思いがけずカフェインを摂取しているかもし
れません。中でも高カカオチョコレートは、健康面の
効果が注目されているため選ぶ人も多いことでしょう。
そのカフェイン量を調査した結果※3、商品により100
ｇあたり68～120mgと普通のチョコレートに比べ
2.3～4.0倍多く含まれているとのことです。

またダイエット系のサプリメントの中には話題の脂
肪燃焼効果のある成分を複数含む商品もあり、表示を
確認しないとカフェインを見過ごしてしまう可能性が
あります。

カフェインは毎日摂っていると効果を感じにくくな
り、より多くのカフェインを欲するようになりやすく、
依存症の危険が潜んでいます。カフェインに敏感な方
は特に慎重に摂取し、摂り方や適量を守って楽しみま
しょう。

◆健康を意識したのに落とし穴!?

◆もしかして依存症!?

コーヒーなら1日3杯程度図
的に親しまれて
いる多くの嗜好
品に含まれてい
ます。またカフ
ェインは食品添
加物としてエナ
ジードリンクや
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第
７
回
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
る
筋
肉
は

「
大
胸
筋
」
で
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

有
名
な
「
腕
立
て
伏
せ
」
で
強
化
で
き
る
筋

肉
で
、
よ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
て
い
る

と
、「
胸
板
が
厚
い
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
大
胸
筋
は
、
①
鎖
骨
の
内
側
半
分
②
胸
骨

の
前
面
と
第
１
～
６
肋
軟
骨
③
腹
直
筋
上
部

―
―
の
３
カ
所
か
ら
始
ま
り
、
上
腕
骨
頭
の

す
ぐ
下
、
前
面
に
付
着
し
て
い
ま
す
（
図
①

～
③
）。

　
か
ら
だ
の
前
面
の
最
も
表
面
側
に
つ
い
て

お
り
、
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
腹
直

筋
の
一
部
に
か
ぶ
さ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
大
胸
筋
に
は
、
か
ら
だ
の
前
に
腕
を
寄
せ

る
、
か
ら
だ
の
前
に
腕
を
伸
ば
し
た
状
態
で

保
持
を
す
る
、
腕
を
上
に
上
げ
る
と
い
っ
た

働
き
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
具
体
例
と

し
て
は
、か
ら
だ
の
前
で
荷
物
を
抱
え
た
り
、

子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
た
り
、
洗
濯
物
を
干
す

な
ど
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ボ
ー
ル
を
前
に
投
げ
る

動
き
、
水
泳
の
ク
ロ
ー
ル
や
バ
タ
フ
ラ
イ
で

水
を
前
か
ら
後
ろ
へ
か
く
動
き
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ン
で
は
、
大

胸
筋
を
収
縮
し
て
力
を
発
揮
す
る
前
に
筋
肉

を
伸
展
さ
せ
た
方
が
、
よ
り
高
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
つ
な
が
り
や
す
い
で
す
。
例
え
ば

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
場
合
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
て

い
る
腕
を
大
き
く
後
ろ
に
引
い
て
、
大
胸
筋

を
伸
展
さ
せ
て
か
ら
投
げ
た
方
が
、遠
く
に
、

も
し
く
は
速
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
際
に
は
、
大
胸
筋
の
収
縮
・

伸
展
ど
ち
ら
の
動
き
も
多
い
の
で
す
が
、
日

常
的
に
は
筋
肉
が
収
縮
し
て
い
る
状
態
が
長

く
、
動
き
が
小
さ
く
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

状
態
が
続
く
と
、
背
中
が
丸
く
な
る
猫
背
の

姿
勢
に
な
り
や
す
く
、「
首
・
肩
が
凝
る
」

と
い
っ
た
症
状
が
出
た
り
、
腕
を
上
に
上
げ

る
動
作
が
や
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
パ
ソ
コ
ン
作
業
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
操
作
を
長
時
間
す
る
方
は
、
大
胸
筋
が
収

縮
し
た
状
態
で
姿
勢
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
や

す
い
で
す
。
こ
の
後
に
紹
介
す
る
よ
う
な
動

き
を
、
１
時
間
に
１
回
程
度
取
り
入
れ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
運
動
は
、
大
胸
筋
周
辺

に
つ
い
て
い
る
腕
や
背
中
の
筋
肉
と
連
動
さ

せ
て
、
大
胸
筋
の
収
縮

⇔

伸
展
の
動
き
を
繰

り
返
す
内
容
で
す
。
大
胸
筋
は
息
を
吸
う
時

に
肋
骨
を
広
げ
る
補
助
筋
と
し
て
も
使
わ
れ

る
の
で
、
動
き
と
呼
吸
を
合
わ
せ
る
と
、
よ

り
大
胸
筋
が
動
き
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

ひ
じ
を
伸
ば
し
て
、
か
ら
だ
の
後
ろ
に
腕
を

引
く
動
き
も
合
わ
せ
る
と
、
上
腕
骨
前
面
に

付
着
し
て
い
る
部
位
も
伸
び
る
の
で
、
よ
り

大
胸
筋
が
伸
展
さ
れ
ま
す
。

　
仕
事
の
合
間
、
夜
寝
る
前
な
ど
に
こ
ま
め

に
行
う
だ
け
で
な
く
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が

ら
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
姿
勢
が
悪
い
ま

ま
歩
く
と
、
歩
幅
が
狭
く
な
っ
た
り
、
腰
や

ひ
ざ
に
負
担
が
か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、

安
全
に
歩
く
た
め
の
準
備
運
動
と
し
て
行
う

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
動
画
で
は
肩
に
痛
み
が
あ
っ
て
、
腕
が
上

げ
に
く
い
方
で
も
行
え
る
方
法
も
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

猫背予防に役立つ大胸筋
大
胸
筋
の
位
置
と
特
徴

大
胸
筋
の
働
き

※ 動画はこちらから▶

第 7 回

健 康 運 動 指 導 士コラム

大
胸
筋
を
最
大
限
に
動
か
す

参考文献 『筋肉のしくみ・はたらき事典』石井直方監修／西東社
『スポーツと運動の筋膜 FASCIA IN SPORT AND MOVEMENT』ROBERT SCHLEIP、AMANDA BAKER編、竹内京子監訳／ラウンドフラット

松本 重美
本会健康運動指導士
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大胸筋
図

鎖骨②

①

③
胸骨

腹直筋

上腕骨

を
高
め
、
利
益
を
最
大
化
し
、
不
利
益
を
最

小
化
す
る
」と
い
う
副
題
が
つ
い
て
い
ま
す
。

原
版
の
豊
富
な
図
や
写
真
を
カ
ラ
ー
で
掲
載

し
、
さ
ら
に
日
本
人
に
理
解
し
や
す
い
よ
う

に
世
界
的
な
基
準
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

た
め
の
訳
者
補
足
が
つ
い
て
お
り
、
読
み
や

す
く
仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
日
本

で
初
め
て
出
版
さ
れ
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
の
入
門
書
的
教
科
書
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
す
。

　
教
科
書
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
「
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？
」

の
謎
解
き
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
と
思
っ
て
読
み
ま

し
た
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
、
私
た
ち
の
仕
事

の
裏
で
人
知
れ
ず
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。こ
の
本
を
読
む
と
、

提
供
す
る
検
査
の
意
味
を
知
っ
て
、
最
高
の

検
査
を
、
自
信
を
持
っ
て
提
供
す
る
人
間
に

な
り
た
く
な
り
ま
す
。

　
妥
協
の
な
い
コ
ー
ヒ
ー
し
か
出
さ
な
い
バ

リ
ス
タ
は
、
こ
ん
な
心
意
気
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

診
療
で
よ
く
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。し
か
し
、

こ
れ
は
時
と
し
て
膨
大
な
不
利
益
を
発
生
さ

せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
こ
う
書
く
と
不

利
益
と
は
「
病
気
の
見
落
と
し
の
こ
と
だ
ろ

う
」と
思
わ
れ
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
ご
く
一
部
で
、
も
っ
と
も
っ
と
大
き

な
不
利
益
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
何
で
あ

る
か
知
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
欧
州
で
も
病
気

を
見
つ
け
る
検
査
は
い
い
こ
と
だ
と
考
え
、

何
で
も
か
ん
で
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
風

潮
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
の
よ
う
な

状
況
で
す
。
し
か
し
、
不
利
益
へ
の
理
解
が

深
ま
り
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
厳
し
い
制

限
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
一
体
、
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
本
書
は
２
０
２
０
年
に
世
界
保
健
機
関
欧

州
地
域
事
務
局
（W

H
O

 E
urope

）
が
出

版
し
た
『S

creening program
m

es: 

a 
short guide

』
の
日
本
語
版
で
す
。「
効
果

Book Review

お
す
す
め
の
一
冊

斎
藤 

博 

監
訳

『
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
検
診
／
健
診
）プ
ロ
グ
ラ
ム

：

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

1982年慶應義塾大学医学部卒業、2005年か
ら同大学教授（医学部産婦人科学）。2023年
より赤坂山王メディカルセンター院長、国
際医療福祉大学大学院教授、慶應義塾大学
名誉教授。専門は婦人科腫瘍学。2013年度
よりAMEDならびに厚生労働科学研究費補
助金による子宮頸がん検診の有用性と運用
に関する研究に研究代表者として従事して
いる。

青木 大輔
あおき だいすけ

スクリーニング（検診/健診）
プログラム：ガイドブック
効果を高め、利益を最大化し、

不利益を最小化する
斎藤 博 監訳 松坂方士・雑賀公美子 訳

弘前大学出版会※

が
推
薦
す
る
本
は
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
（
検
診
／
健
診
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
す
。

　
そ
の
理
由
は
、
①
読
み
物
と
し
て
か
な
り

面
白
い
②
そ
う
い
う
仕
組
み
か
と
腑
に
落
ち

る
、
そ
し
て
③
今
の
日
本
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
知
り
た
く
な
る
―
―
の
３
つ
で
す
。

　
医
療
系
の
人
間
は
少
な
か
ら
ず
検
査
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
が
行
っ
た
／
指
示

を
出
し
た
検
査
が
、
ル
チ
ー
ン
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
そ
れ
を
受
け
た
人
間
の
人
生
に
ど

ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
な
ど
考
え
も
し
な
い

こ
と
が
大
半
で
す
。
ま
し
て
や
、
自
分
が
行

っ
た
検
査
が
そ
の
人
の
人
生
を
狂
わ
せ
る
こ

と
が
あ
る
な
ど
、
夢
に
も
考
え
て
い
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
検
査
に
は
よ
く
な

い
面
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
不
利
益
と
呼

ば
れ
ま
す
。

　
特
に
、
病
気
の
自
覚
や
疑
い
の
な
い
「
健

常
者
」
に
対
し
て
行
う
「
検
診
」
や
「
健
診
」

と
呼
ん
で
い
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
多
く
の

人
が
受
診
す
る
の
で
、
検
査
と
し
て
は
日
常

私

※本書は弘前大学出版会から出版されていますが、市販されていません。
　https://gankenshin.jp/products/screening-guidebook/ からPDFでダウンロードできます。
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本 会 の 取 り 組 み を 紹 介 し ま す

始めて

います
！

第 5 回

本会の健康経営の重点施策の一つである「女性の健康管理」。
その取り組みの一環として「女性の健康推進プロジェクトチーム」が発足しました。

１年余りの準備期間を経てスタートした本プロジェクトをご紹介します。

女性の健康管理（その３）

プロジェクトチーム発足
最初の企画がスタート ！

アンケート結果を深掘りし
次につなげていけるように

今年度から発足した「女性の健康推進プロジェクト
チーム」。その発足にあたって本会では昨年より準備
室を立ち上げ、従業員の構成やニーズ、本会特有の健
康課題の把握、メンバーの選定など検討を重ねました。
プロジェクトチームのメンバーは20〜50代の女性
従業員８人。部署や背景の異なる各メンバーが知恵を
出し合い、業務の合間を縫ってミーティングを行い、
すべての従業員が元気に活き活きと働けるような健康
づくり施策の企画を進めていきました。
そして先頃、本プロジェクトチームの最初の企画と
なる動画セミナー「女性の健康推進プロジェクトセミ
ナー　女性の健康について、みんなで聞いてみよう！」
が実施されました。
動画の前半30分間は、産婦人科医でもある理事長
の久布白兼行医師によるWeb講演が行われました。

動画は８月から９月にかけて、本会の全従業員
に向けて配信。約９割が受講しました。受講者か
らは「同僚が出演していたので、より身近な問題
として捉えることができた」「業務上の疑問も解
消できてよかった」といった感想が寄せられまし
た。
また、プロジェクトメンバーからは「準備期間
が短い中、初めての企画で大変だったが、周囲か
らも好評だった」「今後は実務にも活かせるよう
な企画を考えていきたい」「普段の業務では接点
が少なく、年代も異なるメンバーが集まったが、
フランクな関係で前向きに取り組めた。受講者へ
のアンケートで皆さんの声を集約して深掘りし、
次につなげていきたい」という声があがりました。
今後もプロジェクトの動向にご期待ください。

座談会形式の質疑応答は
本会初の試み
後半の30分間では、久布白理事長とプロジェ
クトメンバーによる座談会を実施。前半の講演内
容を踏まえたメンバーからの質問に、久布白理事
長が回答する形で行われました。講演に加えて、
座談会形式での質疑応答というスタイルは、本会
では初の試みです。収録は改装工事を終えた本会
のリフレッシュルームで行われました。
月経や更年期障害に対する不安など、自身の体
調についての悩みに加え、子宮がん検診やHPV
ワクチンについて、検査や健診の受診者からの質
問にどう対応すべきかなどについての項目があっ
たのも本会ならでは。
座談会に参加したプロジェクトメンバーからは、

「友だちにも教えたいと思った」「現場での業務に
活かしていきたい」といった感想があがりました。

受講者の声

同僚が出演していたので、
より身近なこととして聞けた

現場での受診者の方への
対応の仕方についても
勉強になった

各年代の女性の悩みや
対処法がわかった

「女性の健康推進プロジェクトセミナー
　女性の健康について、みんなで聞いてみよう！」
●期間：2023年８月21日（月）〜９月13日（水）
●実施方法：動画（約60分）

第1部：講演

本会理事長、検査研究センター長
日本産科婦人科学会産婦人科専門医・指導医
日本婦人科腫瘍学会婦人腫瘍専門医・指導医

久布白兼行講師

【 講 演 内 容 】
1.働く女性の健康課題
月経痛・月経量の仕事への影響／PMS、PMDD、PMEの違い／
主な器質性月経困難症の原因疾患などについて

2.子宮がん検診
子宮頸がんの1次検診と2次検診（精密検査）／
国のがん検診推奨までの流れ

3.HPVワクチン
日本で接種可能なHPVワクチン／
日本産科婦人科学会・日本産婦人科医会が推奨するHPVワクチンの接種／
HPVワクチンの男性への接種

4.更年期
さまざまな更年期症状／
更年期症状について職場で相談することに関する要素

など

第2部：座談会
●久布白兼行理事長＆
　女性の健康推進プロジェクトチーム

座談会で出た質疑応答（一部）

生理痛でクリニックに行くことについて
ハードルが高いと感じます。
受診の目安はありますか？

Q.

症状には個人差があります。少しでも仕事に支
障が出るようなら、受診した方がいいでしょう。
治療にあたって最終的にどういう薬を使うかは
医師と相談の上、選んでください。

A.

HPVワクチンは男性も接種した方が
いいのでしょうか。

Q.
接種した方がいいです。現状、日本では男子へ
の接種についてはほとんど実施されていません
が、HPVワクチンは咽頭がんなどHPVが原因
となる男性自身のがん予防にもなります。そし
て、お互いに感染が起きないようにするという２
つの意味があります。ワクチンについて社会的
にどう考えるか、いろいろな場で話して理解を深
めていく必要があります。

A.

更年期にはさまざまな症状がありますが、
その中でも受診すべき症状は？

Q.
更年期症状は多岐にわたり、すべての症状がす
べての人に出るわけではありません。人によって
症状が違うので、本人が生活のいろいろな場面
で困難に感じたら一度受診を。

A.

２部形式に分かれていて
見やすい構成だった

▼講演スライドより

▼第２部の座談会。久布白理事長に質問をするプロジェクトメンバー
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本
会
の
活
動
か
ら

大
学
か
ら
５
人
が
参
加
し
た
。

　
午
前
の
部
は
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
保
健
事
業
や
学

校
検
診
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
午
後
の
部
は
検
査

技
師
立
ち
会
い
の
下
、心
電
図
検
査
や
側
弯
検
査
（
検
診
）

の
現
場
見
学
を
行
っ
た
。

　
実
際
に
検
診
機
器
に
触
れ
、
検
査
を
体
験
し
た
学
生
か

ら
は
、「
検
診
の
環
境
整
備
や
検
診
受
診
の
大
切
さ
を
実

感
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
こ
の
実
習
は
本
会

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
本
会
は
、
東
京
工
科
大
学
が
行
う
地
域
看
護
学
統
合
看

護
実
習
に
協
力
し
て
い
る
。
今
年
は
７
月
24
日
に
８
人
の

学
生
を
受
け
入
れ
た
。
実
習
で
は
、
労
働
衛
生
機
関
に
お

け
る
保
健
師
の
役
割
と
活
動
に
つ
い
て
の
講
義
や
保
健
指

導
現
場
見
学
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
た
。

　
東
京
都
島
し
ょ
部
の
住
民
を
対
象
と
し
た
今
年
度
の
が

ん
検
診
の
う
ち
、
大
島
町
の
乳
が
ん
検
診
が
６
月
８
～
11

日
に
、
神
津
島
村
の
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
が
５
月
９

～
13
日
に
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
が
８
月
18
～
20
日
に
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
本
会
が
協
力
し
た
。

　
東
京
都
で
は
２
０
２
０
年
４
月
７
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
患
者
を
受
け
入
れ
る
宿
泊
療

養
施
設
を
設
置
し
て
い
る
（
今
年
9
月
末
に
終
了
）。

　
本
会
は
東
京
都
福
祉
保
健
局（
現
東
京
都
保
健
医
療
局
）

か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
２
０
２
１
年
１
月
末
よ
り

２
０
２
３
年
５
月
７
日
ま
で
、
こ
の
宿
泊
療
養
施
設
の
入

所
判
定
業
務
に
協
力
し
た
。

　
こ
の
程
そ
の
取
り
組
み
に
対
し
、
東
京
都
知
事
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

●
予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
主
催
す
る
令
和
５
年
度
第
１

　
東
洋
大
学
と
帝
京
短
期
大
学
の
養
護
教
諭
を
め
ざ
す
学

生
を
対
象
に
実
習
を
行
っ
た
。
今
年
で
５
回
目
の
開
催
と

な
る
今
回
の
実
習
は
、
８
月
４
日
に
東
洋
大
学
赤
羽
台
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
東
洋
大
学
か
ら
25
人
、
帝
京
短
期

東
洋
大
学
と
帝
京
短
期
大
学
の
学
生
の

見
学
実
習
に
協
力

東
京
都
知
事
か
ら
感
謝
状

東
京
工
科
大
学
生
の
現
場
実
習
に
協
力

東
京
都
島
し
ょ
部
の
が
ん
検
診
に
協
力

回
全
国
運
営
会
議
が
７
月
６
日
、
東
京
都
新
宿
区
で
開
催

さ
れ
、理
事
長
の
久
布
白
兼
行
と
専
務
理
事
（
経
理
担
当
）

の
小
川
登
、
常
務
理
事
（
事
業
本
部
担
当
）
の
大
畠
利
彦

の
他
、
総
務
部
と
施
設
健
診
事
業
部
の
職
員
２
人
が
参
加

し
た
。

●
第
59
回
日
本
小
児
循
環
器
学
会
総
会
・
学
術
集
会
が
７

月
６
～
８
日
、「Perpetual H

arm
ony Behind the 

Sm
ile

」
を
テ
ー
マ
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、

理
事
（
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
）
の
阿
部
勝
已
の
他
、

地
域
・
学
校
保
健
事
業
部
、
検
診
検
査
部
の
職
員
４
人
が

参
加
し
た
。

●
第
40
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
が
８
月
24
～
25
日
、
群

馬
県
高
崎
市
で
開
催
さ
れ
、常
務
理
事
（
事
業
本
部
担
当
）

の
大
畠
利
彦
の
他
、
統
計
事
務
部
の
職
員
３
人
、
情
報
管

理
部
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

●
第
50
回
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
学
術
集
会
が

８
月
25
～
26
日
、「
ト
キ
は
今 

マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

こ
れ
ま
で
（
過
去
）
の
50
年
と
こ
れ
か
ら
（
未
来
）
の
50

年
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
新
潟
県
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、

理
事
長
の
久
布
白
兼
行
と
母
子
保
健
検
査
部
小
児
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
科
の
職
員
３
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
う
ち
同
科
の
石
毛
信
之
は
、
同
学
会
理
事
と
し
て

理
事
会
に
出
席
し
た
他
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
座
長

を
務
め
た
。
ま
た
、
長
谷
川
智
美
が
「
東
京
都
に
お
け
る

拡
大
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
試
験
研
究
（
第
３
報
）」

と
題
し
て
、
橋
本
佳
澄
が
「
東
京
都
に
お
け
る
極
長
鎖
ア

シ
ルCoA

脱
水
酵
素
欠
損
症
（V

LCA
D

D

）
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
判
定
基
準
の
設
定
（
第
２
報
）」
と
題
し
て
発

表
し
た
。

●
第
64
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大
会
が
９
月
１
～

２
日
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
支
え
る
予
防
医
療
の
進
歩
」

を
テ
ー
マ
に
群
馬
県
高
崎
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
長
の
久

布
白
兼
行
、常
務
理
事
（
事
業
本
部
担
当
）
の
大
畠
利
彦
、

職
域
保
健
事
業
部
長
の
廣
瀬
篤
史
、
消
化
器
診
断
部
長
の

川
崎
成
郎
、
総
合
健
診
部
長
の
川
井
三
恵
の
他
、
施
設
健

診
事
業
部
の
職
員
２
人
、
検
診
検
査
部
の
職
員
２
人
が
参

加
し
た
。

　
全
国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会
（
全
衛
連
）
は
、
主
に
労

働
衛
生
機
関
が
会
員
と
な
り
、
検
査
技
術
や
保
健
指
導
技

術
等
の
向
上
を
図
り
、
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
、
国

民
保
健
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
団
体
で
あ
る
。

　
全
衛
連
で
は
毎
年
、
会
員
施
設
に
お
い
て
業
務
に
精
励

し
、
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
者
に
功
績
賞
、
奨
励
賞

を
贈
っ
て
い
る
。
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
度

定
時
総
会
で
今
年
度
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
会
の
看
護
部

職
員
１
人
が
功
績
賞
を
、
母
子
保
健
検
査
部
と
医
務
管
理

部
の
職
員
２
人
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
佐
藤
智
秀
理
事
の
辞
任
（
辞
任
日
　
令
和
５
年
６
月
30

日
）
に
伴
い
、
雲
田
孝
司
（
東
京
都
保
健
医
療
局
長
）
が

理
事
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会
代
表
理
事
理
事
長
の
交
代
に
伴
い
、
新
藤
茂
（
辞

任
日
　
令
和
５
年
７
月
31
日
）
に
代
わ
り
大
野
隆
司
が
新

た
に
評
議
員
に
就
任
し
た
。

本
会
理
事
、
評
議
員
の
就
任

学
術
集
会
への
参
加
等

本
会
の
職
員
が

全
衛
連
の
功
績
賞
、
奨
励
賞
を
受
賞

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 地域・学校保健事業部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1火曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側弯症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
柳原 剛
日本医科大学
准教授

鮎澤 衛
日本大学医学部
客員教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院
名誉院長

岡田知雄
日本大学医学部
客員教授

鈴木眞理
跡見学園女子大学
心理学部特任教授

外来日 第１水曜日 午後 第４木曜日 午後（４〜９月）
第３水曜日 午後（10〜３月） 第１火曜日 午後 第２月曜日 午後

第４金曜日 午後 第３火曜日 午後 第２木曜日 午後
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Seminar Information
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東京都予防医学協会 広報室  
03-6265-0145  

問い合わせ

第308回ヘルスケア研修会

安全に長く元気で働くために
必要な体力とは

無料聴 講 料

健康管理コンサルタントセンター
東京都予防医学協会主　　催

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/next.html

以下のURLまたは右の２次元コード
からアクセスしてください。視聴方法

JFEスチール株式会社西日本製鉄所（倉敷地区）
安全健康室ヘルスサポートセンター

乍 智之 氏講　　師

2023年９月15日～12月14日配信期間

「安全体力®」機能テストと「アクティブ体操®」

東京都予防医学協会 広報室  
03-6265-0145  

問い合わせ

第309回ヘルスケア研修会

労働基準法と健康管理
2024年問題を題材に考える

下村労働衛生コンサルタント事務所 代表
下村 洋一 氏講　　師

2023年12月15日～2024年３月14日配信期間

無料聴 講 料

健康管理コンサルタントセンター
東京都予防医学協会主　　催

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/next.html

以下のURLまたは右の２次元コード
からアクセスしてください。視聴方法



●『よぼう医学』は本会ホームページからもご覧いただけます。

※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

●発行人	 久布白兼行
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あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！
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秋号

https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/ ▶▶▶

個 人 情 報 の 取 り 扱 い に つ い て
　日頃より、公益財団法人東京都予防医学協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くださりありがとうございます。
　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、
役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、本会の「個人情報の取り扱いについ
て」に沿って適正に管理しております。送付名簿からの削除や変更を希望される場合には、お
手数ですが、下記広報室までご連絡ください。

03-6265-014503-3260-6900koho@yobouigaku-tokyo.jp

送 付 先 の 変 更 ・ 送 付 中 止 に つ い て

健康管理コンサルタントセンター コンサルテーションのご案内

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで 東京都新宿区市谷砂土原町1-2　公益財団法人東京都予防医学協会 広報室内

TEL 03-6265-0145　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理相談を
お引き受けします

健康管理コンサルタントセンターの幹事である医師が事業所、学校、
各種団体の健康管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

▶

　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室までお知らせください。
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